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Ａ．研究目的 
慢性尿細管間質性腎炎の全国医療水準の向上を

目的として、慢性尿細管間質性腎炎の診断基準・診

療ガイドラインの作成を目指す。 
 
Ｂ．研究方法 
慢性尿細管間質性腎炎の診断基準・診療ガイド

ラインの作成を念頭に、慢性尿細管間質性腎炎の
全国疫学調査を実施する。 
（倫理面への配慮） 
  研究代表者が所属する北里大学医学部・病院倫
理委員長により倫理審査は要さないと判断され
た。 
 
Ｃ．研究結果 
慢性尿細管間質性腎炎についての全国疫学調査

（1 次調査）の調査票を作成し、全国疫学調査を開

始した。 
 
Ｄ．考察 

全国疫学調査結果の集計・解析を行い、慢性間
質性腎炎の診断基準・診療ガイドラインの作成を
目指す。 
 
Ｅ．結論慢性尿細管間質性腎炎についての全国疫
学調査（1次調査）の調査票の作成と全国疫学調
査を実施を行った。 
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研究要旨 
 
【研究目的】慢性尿細管間質性腎炎の全国医療水準の向上を目的として、慢性尿細管間質性腎炎の診断基

準・診療ガイドラインの作成を目指す。 
 
【研究方法】慢性尿細管間質性腎炎の診断基準・診療ガイドラインの作成を念頭に、慢性尿細管間質性腎炎の

全国疫学調査を準備し、実施する。 
 
【結果】慢性尿細管間質性腎炎についての全国疫学調査（1 次調査）を開始した。 
 
【考察】今後は全国疫学調査結果の集計・解析を行い、慢性間質性腎炎の診断基準・診療ガイドラインの作成を

目指す。 
 
【結論】慢性尿細管間質性腎炎についての全国疫学調査（1 次調査）の調査票の作成と全国疫学調査を実施を

行った。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
 
 1. 特許取得 
 該当なし 
 2. 実用新案登録 
 該当なし 
 3.その他 
 該当なし 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  




